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福島を支援する必然的な理由

放
射
線
被
ば
く
の

医
学
分
野
で
は
プ
ロ
中
の
プ
ロ

0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

続
き
、
12
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
3
基
が
水
素
爆
発
を
起
こ
し
ま

し
た
。
長
崎
大
学
は
、
福
島
県
の
要
請
を
受
け
、

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
山
下
俊
一
教
授
と
高
村

昇
教
授（
い
ず
れ
も
当
時
）を
派
遣
し
ま
し
た
。
両

氏
は
「
福
島
県
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
に
就
任
。
そ
れ
以
来
、
ほ
ぼ
8
年
間
、

長
崎
大
学
は
福
島
県
を
支
援
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
下
教
授
が
2
0
1
1
年
7
月
、
福
島
県
立
医

科
大
学
の
常
勤
副
学
長
に
就
き
、
福
島
県
の「
県

民
健
康
管
理
調
査
事
業
」の
責
任
者
を
務
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
に
長
崎
大
学
に

復
職
し
、
長
崎
大
学
と
福
島
と
の
連
携
強
化
に
動

き
ま
し
た
。
現
在
、
活
動
の
拠
点
は
福
島
に
あ
り

ま
す
。
山
下
副
学
長
は
、「
支
援
を
始
め
た
当
初

は
、
メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
な
ど
で
は
う
が
っ
た
見

方
か
ら
、
な
ぜ
長
崎
大
学
が
福
島
ま
で
来
る
必
要

が
あ
る
の
か
な
ど
疑
問
を
投
げ
か
け
る
批
判
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
私
た
ち

と
し
て
は
腹
を
く
く
り
、信
念
を
も
っ
て
専
門
家
と

し
て
専
心
し
て
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

長
崎
大
学
が
福
島
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
山
下
副
学
長
は
、
「
長
崎
は

原
子
爆
弾
の
投
下
を
受
け
、
多
く
の
被
ば
く
者
の

医
療
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
長
崎
大
学
が
擁
す

る
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
で
は
、
原
爆
や
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
ば
く
者
の
調
査
研
究
、
診
療
実

績
に
関
し
て
長
年
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
の
デ
ー
タ
を
持
つ
と
こ
ろ
は
世
界
的
に
も
ほ
と

ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
崎
大
学
は
、
放
射
線

被
ば
く
の
医
学
と
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
プ
ロ

中
の
プ
ロ
な
の
で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
1
9
9
0
年
に
原
爆
後
障
害

医
療
研
究
所
教
授
に
就
任
後
、
国
内
外
の
被
ば
く

者
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
0
5
年
に
は

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
本
部

で
放
射
線
被
ば
く
の
担
当
に
就
任
。
こ
の
年
は
原

爆
投
下
か
ら
60
年
で
、
桜
の
木
60
本
の
寄
贈
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
1
9
9
1
年
か
ら
1
0
0
回

以
上
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
訪
れ
、
調
査
と
支
援
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

「
原
発
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
福
島
に
赴

く
使
命
と
責
務
が
あ
る
と
思
っ
た
」
と
山
下
副
学

長
は
言
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
4
月
、
福
島
県
立
医
科
大
学
と
連

携
協
定
を
締
結
。
2
0
1
6
年
に
は
双
方
の
大
学

で
共
同
大
学
院
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

山
下
副
学
長
は
「
共
同
大
学
院
は
、
社
会
人
や

留
学
生
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で

す
。
看
護
師
、
消
防
士
、
保
健
師
、
原
発
関
係
者

な
ど
、
国
内
で
の
被
ば
く
医
療
の
専
門
家
を
養
成

し
な
が
ら
、
海
外
で
被
ば
く
医
療
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
の
研

究
が
世
界
の
リ
ス
ク
管
理
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ス
ク
管

理
を
視
野
に
、
適
切
な
判
断
、
論
理
的
な
思
考
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
I
C
R
P
）
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
シ
ャ
ー
ル
副
会
長
を
長
崎
大
学
と

福
島
県
立
医
科
大
学
の
大
学
院
教
授
と
し
て
招
い

て
い
ま
す
。
山
下
副
学
長
は
、
「
福
島
は
世
界
か

ら
も
関
心
を
集
め
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

新
し
い
研
究
成
果
、
知
見
を
世
界
に
直
接
届
け
て

い
き
た
い
。
ロ
ー
カ
ル
に
あ
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
も
先
人
と
な
れ
る
」
と
強
調
し
ま
す
。

　

長
崎
大
学
が
、
住
民
の
原
発
周
辺

自
治
体
へ
の
帰
還
に
当
た
っ
て
の
支

援
に
も
力
を
注
い
で
き
た
の
も
重
要

で
す
。
全
村
民
が
村
外
へ
の
避
難
を

指
示
さ
れ
て
い
た
川
内
村
は

2
0
1
1
年
9
月
に
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
長
崎
大
学
が

村
民
へ
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
ま

し
た
。
取
り
組
ん
だ
の
は
、
住
民
の

不
安
払
拭
や
調
査
な
ど
で
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
は
、
川
内
村
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
川
内
村
は
2
0
1
8
年
末
の
段

階
で
、
原
発
事
故
前
の
人
口
で
あ
る

2
7
0
0
人
の
8
割
の
水
準
ま
で
人
口
が
戻
っ
て

い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
に
は
、
川
内
村
よ
り
原
発
に
近
い

富
岡
町
で
も
大
部
分
で
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
、
長
崎
大
学
は
富
岡
町
と
連
携
協
定
を
締

結
。
富
岡
町
の
線
量
調
査
や
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
1
年
間
で

富
岡
町
に
戻
っ
て
き
た
住
民
は
、
原
発
事
故
前

の
人
口
で
あ
る
1
万
6
0
0
0
人
の
水
準
か
ら

見
る
と
1
割
に
満
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
「
こ
こ
ま
で
の
取
り
組
み
か

ら
言
え
る
こ
と
と
し
て
、
結
果
的
に
は
放
射
線
に

よ
る
直
接
的
な
健
康
影
響
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
破
綻
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
、
生
活
習
慣
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
慢
性
病
、
自
殺
、
子
供
へ
の
対

応
な
ど
の
要
因
（
フ
ァ
ク
タ
ー
）
に
よ
る
影
響
で

す
。
現
場
で
は
苦
労
も
多
い
。
ト
ー
タ
ル
に
俯
瞰

し
な
が
ら
、
世
界
に
福
島
の
経
験
や
教
訓
を
発
信

し
、
世
界
中
か
ら
の
正
し
い
情
報
を
得
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
下
副
学
長
は
、
「
大
学
教
育
の
観

点
か
ら
、
挑
戦
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
失
敗
も
重
ね
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
、
咀

嚼
能
力
を
発
揮
し
て
解
決
の
方
策
を
模
索
す
る
。

そ
こ
か
ら
成
長
す
る
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
「
福
島
が

直
面
す
る
問
題
は
、
実
は

長
崎
が
直
面
す
る
問
題
と

近
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と

言
い
ま
す
。
長
崎
に
は
離

島
も
多
く
人
口
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

福
島
が
直
面
す
る
人
口
の

減
少
と
急
速
な
高
齢
化

は
、
新
た
な
人
口
流
入
を

導
く
こ
と
が
解
決
策
の
一

つ
と
も
見
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
策
を
練

る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
、

長
崎
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
山
下
副
学
長
は
見
て
い
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
「
長
崎
も
広
島
も
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
、
『
過
去
に
戻
せ
』
と
は
い
か
な
い
。

な
ら
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
る
の

も
仕
事
。
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
課
題
解
決
の
道
を

探
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し
ま
す
。
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